
2010年６月 14日～まちの資料・読書コーナー展示 
妙正寺川～落合昔ばなし紙芝居の舞台 

妙正寺川をめぐって落合昔ばなしは展開します。落合は東京２３区のうち、隅田川の西南に広がる台地上の中心といえます。３万年前から人々が住んでいたことが、落合遺跡などでわかっています。この落合の地にそんな昔から人々の生活があったことを、妙正寺川を中心に絵図を描くことでビジュアルにとらえてみましょう。 落合に伝わる昔話の舞台がそこにひろがります。川が人々の生活の場を提供してきたといえます。 江戸幕府が開かれるずっと前の室町時代、５００年前にあった「江古田が原・沼袋の戦い」は、太田道灌が江戸の覇権をかけて、旧勢力の豊島一族と戦い勝利したいくさでした。戦場になったのですから落合人も巻き込まれた、それが、猫地蔵尊の伝説になりました。 江戸時代をむかえ、江戸が世界的都市として発展していく中、落合は江戸の食や文化を支える近郊の出入り口であり、甲府・八王子・秩父方面の要衝として江戸城の外郭をなしていました。それは明治時代もあまり変わらなかったのですが、大正時代になって、東京の膨張の結果として、農村から住宅地へと変わっていった、そして変わらないのが妙正寺の流れなのです。１９３８年に完成した河川改修で流路は変わっても川底は８万年前と変わらない古東京湾時代の地層が露出していて、落合の一枚岩の伝説が生まれました。平成の河川改修にもその地層は残されて今も四村橋から北原橋の間で見ることができます。長い３万年の落合人の歩みを見てきた一枚岩です。 ちょうど 100年前の 1910年、近代都市東京は大洪水に見舞われました。水田を住宅地に変えてきた都市は大水を海に流しきれなかったのです。そして荒川放水路が建設され、洪水を逃れることができて今に至っています。自然と水とともに２万年の時を刻んできた落合人にとって、妙正寺川が落合昔ばなしの世界です。まだまだ紙芝居の材料がたくさんあります。 
「落合昔ばなし」紙芝居全六話。 第一話 水くれ地蔵（中井と上落合） 第二話 まつりの夜、きつねに化かされたはなし（中井と上落合） 第三話 イボ天神様（西落合） 第四話 道灌と黒猫のはなし（西落合） 第五話 落合物語～狐のふりした女のはなし～（下落合と上落合） 第六話 円空仏と中井出世不動尊（中落合） 近日出来 第七話 きつね狩り(西落合) 

 


